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一
　
は
じ
め
に

本
稿
で
は
２
０
１
２
年
２
月
よ
り

導
入
さ
れ
た
後
見
制
度
支
援
信
託

と
、
そ
の
後
導
入
さ
れ
た
後
見
制
度

支
援
預
貯
金
を
振
り
返
り
、
ま
た
、

後
見
制
度
支
援
信
託
・
後
見
制
度
支

援
預
貯
金
制
度
に
つ
い
て
、
簡
単
に

説
明
を
試
み
た
い
。

な
お
、
文
中
の
意
見
に
わ
た
る
部

分
に
関
し
て
は
私
の
個
人
的
な
見
解

で
あ
り
、
所
属
す
る
組
織
の
意
見
で

は
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

二�

　
後
見
制
度
支
援
信
託
・
後
見

制
度
支
援
預
貯
金
制
度
の
紹
介

１�
　
後
見
人
に
よ
る
不
正
行
為
と
、

後
見
制
度
支
援
信
託
の
導
入

⑴�
　
後
見
人
に
よ
る
不
正
行
為
と
、
未

然
防
止
の
た
め
の
信
託
の
検
討

２
０
０
０
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

た
現
行
の
成
年
後
見
制
度
は
、
精
神

上
の
障
害
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十

分
で
あ
り
法
律
行
為
に
お
け
る
意
思

決
定
が
困
難
な
方
々
の
判
断
能
力
を

後
見
人
等
の
機
関
が
補
う
制
度
（
注

１
）、
で
あ
る
。
判
断
能
力
の
程
度

に
応
じ
て
「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」

の
制
度
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
後
見

人
等
に
は
本
人
に
代
わ
っ
て
法
律
行

為
を
行
う
代
理
権
や
、
本
人
が
行
っ

た
法
律
行
為
を
取
り
消
し
で
き
る
取

消
権
、「
保
佐
」「
補
助
」
で
は
本
人

が
特
定
の
法
律
行
為
を
す
る
場
合
に

補
助
人
・
保
佐
人
の
同
意
を
必
要
と

す
る
同
意
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る

（
注
２
）。

現
行
の
成
年
後
見
制
度
施
行
以

降
、
後
見
開
始
の
申
立
件
数
が
増
え

続
け
る
な
か
で
、
親
族
後
見
人
に
よ

る
不
正
事
案
の
発
生
が
数
多
く
み
ら

れ
、
家
庭
裁
判
所
は
、
不
正
行
為
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
従
来
か
ら

の
財
産
状
況
報
告
等
に
よ
る
定
期
監

督
の
実
施
や
親
族
か
ら
の
情
報
収
集

等
の
防
止
策
に
加
え
、
専
門
職
後
見

人
・
後
見
監
督
人
の
選
任
拡
大
等
の

新
た
な
選
択
肢
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
（
注
３
）。

こ
の
よ
う
な
環
境
下
、
２
０
１
０

年
春
、
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
家
庭

局
よ
り
信
託
協
会
に
申
入
れ
が
あ

り
、
法
務
省
民
事
局
を
含
め
た
三
者

に
よ
る
勉
強
会
で
未
然
防
止
を
目
的

と
し
た
信
託
を
検
討
す
る
こ
と
と

な
っ
た
（
注
４
）。

最
高
裁
か
ら
の
当
初
の
提
案
で
は

不
動
産
・
有
価
証
券
等
を
含
め
た
被

後
見
人
の
財
産
す
べ
て
を
対
象
と
す

る
包
括
信
託
を
検
討
し
た
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
成
年
後
見

制
度
の
対
象
が
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と

か
ら
低
廉
な
手
数
料
体
系
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
（
注
５
）、
不
動
産
・
有

価
証
券
等
に
つ
い
て
は
金
銭
に
比
べ

換
金
に
手
間
を
要
し
不
正
行
為
の
可

能
性
が
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
低
廉

な
手
数
料
体
系
を
優
先
す
る
形
で
被

後
見
人
の
財
産
の
う
ち
金
銭
の
み
を

対
象
と
す
る
金
銭
信
託
と
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

ま
た
、
当
初
は
成
年
後
見
制
度
の

み
を
検
討
の
対
象
と
し
て
い
た
が
勉

強
会
で
未
成
年
後
見
で
の
不
正
行
為

の
事
例
が
紹
介
さ
れ
未
成
年
後
見
制

度
も
対
象
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
検
討
を
通
じ
て
信
託

制
度
の
機
能
を
活
用
し
て
後
見
制
度

を
被
後
見
人
の
財
産
管
理
面
か
ら
支

援
す
る
も
の
と
し
て
「
後
見
制
度
支

援
信
託
」
の
仕
組
み
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
、
２
０
１
２
年
２
月
よ
り
後
見

制
度
支
援
信
託
の
取
扱
い
が
開
始
さ

後
見
制
度
と
金
融
機
関
・
士
業
の
連
携

１　
後
見
制
度
支
援
信
託
・
後
見
制
度
支
援
預
貯
金
制
度
の
紹
介

三
井
住
友
信
託
銀
行 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
キ
ン
グ
企
画
推
進
部

審
議
役
　
吉
野 

　
誠

特

集
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１�

　
再
び
発
令
さ
れ
た
緊
急

事
態
宣
言

　
「
全
国
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い

て
も
感
染
は
過
去
最
高
で
す
。
極
め

て
深
刻
に
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
」。

令
和
３
年
１
月
８
日
、
菅
首
相
が
１

都
３
県
へ
の
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出

を
受
け
た
会
見
で
の
コ
メ
ン
ト
で

す
。
同
月
13
日
に
は
、
２
府
５
県
に

対
象
が
拡
大
さ
れ
た
の
は
、
皆
様
ご

承
知
の
と
こ
ろ
で
す
（
令
和
３
年
１

月
14
日
執
筆
当
時
）。

　

今
後
、
さ
ら
に
対
象
は
拡
大
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状

況
の
な
か
、
私
た
ち
は
労
務
対
応
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
べ
き
で

し
ょ
う
か
。

　

あ
ら
た
め
て
昨
年
の
第
１
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
時
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
多
く
の
企
業
が
感
染
防
止
対

策
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差
出

勤
な
ど
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

特
に
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
、

制
度
構
築
が
不
完
全
な
企
業
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
か
ら
制
度
が

あ
っ
た
企
業
で
あ
っ
て
も
、
期
間
が

長
期
に
わ
た
る
こ
と
、
対
象
者
の
範

囲
を
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
労
務
管
理
上
の
課
題
も

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

２
　
直
近
の
対
応

　

今
後
の
労
務
対
応
を
考
え
る
時

に
、
２
つ
の
時
間
軸
を
見
据
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
１
つ
目
は

直
近
の
対
応
と
し
て
、
２
回
目
の
緊

急
事
態
宣
言
を
発
令
さ
れ
て
い
る
間

と
、
そ
の
後
に
解
除
さ
れ
た
時
の
対

応
で
す
。
２
つ
目
は
中
長
期
的
に
見

た
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
時
に
お
け

る
対
応
で
す
。

　

今
回
は
１
つ
目
の
直
近
の
対
応
を

中
心
に
、日
本
産
業
保
健
法
学
会（
詳

細
は
22
頁
）
所
属
の
弁
護
士
の
先
生

方
に
具
体
的
な
労
務
管
理
上
の
課
題

と
な
る
点
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
元
と
な
る
の
は
、
第
１
回
目

の
緊
急
事
態
宣
言
中
に
発
表
し
た
同

学
会
内
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
Ｑ

＆
Ａ
で
す
。
金
融
機
関
に
起
こ
り
が

ち
な
労
務
問
題
を
想
定
し
、
現
状
に

合
わ
せ
た
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
誌

面
の
都
合
で
３
問
に
絞
ら
れ
ま
し
た

が
、
第
１
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
中

に
多
く
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い

た
内
容
を
選
び
ま
し
た
。

　

併
せ
て
私
か
ら
お
伝
え
し
た
い
の

が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
に
つ
い

て
で
す
。
警
視
庁
の
自
殺
統
計
に
よ

れ
ば
、
第
1
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言

解
除
後
に
、
自
殺
者
の
数
が
増
加
し

（
自
殺
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係

は
、既
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
こ
で
の
解
説
は
省
き
ま
す
）
な
か

で
も
女
性
の
自
殺
者
数
が
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
で
す
。こ
の
背
景
に
は
、

非
正
規
雇
用
者
の
雇
止
め
や
Ｄ
Ｖ
な

ど
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
職
場
で
は
、
そ
の
よ
う

コ
ロ
ナ
禍
で
の
労
務
対
応
と
今
後
の
展
望

コ
ロ
ナ
禍
で
の
労
務
対
応
と
今
後
の
展
望

～
現
場
で
想
定
さ
れ
る
Ｑ
＆
Ａ
～

今月の解説

日
本
産
業
保
健
法
学
会
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わ
が
国
は
、
現
在
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
、
様
々
な
面
に
お
い
て
苦
境

に
立
た
さ
れ
て
い
る
が
、
不
幸
中
の

幸
い
は
、政
府
の
資
金
繰
り
支
援
策
、

金
融
機
関
・
徴
税
当
局
の
債
権
回
収

行
為
の
自
粛
、
地
主
・
家
主
の
賃
料

滞
納
を
理
由
と
す
る
賃
貸
借
契
約
解

除
の
自
粛
等
に
よ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
関

連
倒
産
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
す
で
に
コ
ロ
ナ
禍
前
に
経

営
が
窮
境
に
陥
っ
て
い
た
企
業
も
延

命
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
記
の
支
援
策
も
無
尽

蔵
に
継
続
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
か
ら
、早
晩
、一
定
程
度
ま
と
ま
っ

た
数
の
企
業
倒
産
が
発
生
す
る
こ
と

も
不
可
避
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
銀
行
に
お
い
て
は
、

本
部
・
関
連
サ
ー
ビ
サ
ー
に
よ
る
債

権
管
理
回
収
業
務
集
中
化
の
普
及

や
、
バ
ル
ク
セ
ー
ル
へ
の
依
存
に

よ
っ
て
、
債
権
管
理
回
収
業
務
に
関

す
る
ス
キ
ル
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

そ
こ
で
、
本
連
載
は
、
初
回
で
債

権
管
理
回
収
業
務
の
基
礎
知
識
を
整

理
し
、
次
回
か
ら
事
例
を
基
に
必
要

な
債
権
管
理
回
収
ス
キ
ー
ム
を
解
説

す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
連
載
は
、
筆
者
の
実
際

の
案
件
処
理
に
よ
っ
て
積
み
上
げ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
執
筆
し

て
い
る
が
、
意
見
に
わ
た
る
部
分
に

つ
い
て
は
、
筆
者
の
執
筆
時
点
で
の

解
釈
に
基
づ
く
私
見
で
あ
り
、
所
属

す
る
組
織
の
見
解
等
と
は
一
切
関
係

が
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

実
務
上
、
貸
出
金
の
返
済
が
滞
っ

て
い
る
融
資
先
の
こ
と
を
「
延
滞
先
」

と
か
「
倒
産
先
」
な
ど
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。
延
滞
先
も
倒
産
先
も
、
銀

行
に
対
し
て
法
的
に
は
「
履
行
遅
滞
」

（
民
法
４
１
２
条
１
項
）
の
状
態
に

あ
る（
注
１
）
が
、債
権
管
理
回
収
は
、

融
資
先
が
「
延
滞
」
状
態
に
あ
る
か

「
倒
産
」
状
態
に
あ
る
か
に
よ
っ
て

対
応
が
異
な
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、

こ
れ
ら
の
違
い
か
ら
み
て
い
き
た
い
。

１
　「
延
滞
」
と
は
？

履
行
遅
滞
は
、
債
務
者
が
、
①
債

務
の
履
行
期
を
経
過
し
て
い
な
が

ら
、
②
債
務
の
履
行
が
可
能
な
状
態

に
あ
り
、
③
同
時
履
行
の
抗
弁
権
な

　
　
は
じ
め
に

一
　「
延
滞
」
と
「
倒
産
」

事 例から学ぶ

債権管理回収のポイント
債権管理回収の基礎知識第１回

北海道銀行 融資部 上席融資役
佐々木 宏之

ささき・ひろゆき●1985年北海道銀行入行、営業店勤
務を経て 02年より審査管理グループ（現融資部事業性
管理回収担当）、05年より現職。全国地方銀行協会の債
権管理回収に関する複数の講座に実務家アドバイザー
として参画。16年より北海道金融法務実務研究会幹事。
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■
は
じ
め
に

こ
の
連
載
で
は
、「
金
融
機
関
の

行
職
員
が
地
域
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
知
る
に
は
、
い
っ
た
い
何
を
ど
う

学
ぶ
と
よ
い
か
」
に
つ
い
て
書
い
て

い
く
。
筆
者
は
、
地
方
銀
行
に
約
15

年
勤
め
、
営
業
店
経
験
の
ほ
か
、
本

部
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
担

当
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
院
で
経
済

学
を
学
び
直
し
、
今
は
シ
ン
ク
タ
ン

ク
で
働
い
て
い
る
。
シ
ン
ク
タ
ン
ク

と
い
っ
て
も
机
上
の
調
査
や
分
析
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
経
済
の
分
析
を

土
台
に
し
て
、
自
治
体
や
企
業
と
連

携
し
実
際
に
地
域
で
新
し
い
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
た
り
実
験
し
た

り
す
る
の
が
得
意
だ
。

過
去
、
銀
行
の
内
側
に
い
た
こ
と

か
ら
、銀
行
員（
信
金・信
組
も
含
む
）

の
思
考
回
路
や
得
意
不
得
意
な
ど
は

だ
い
た
い
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
。

一
方
、
今
、
私
は
金
融
機
関
の
外

側
か
ら
冷
静
に
銀
行
員
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
立
場
に
あ
る
。
中
に
い
る

と
対
象
と
の
距
離
が
ど
う
し
て
も
近

す
ぎ
て
ピ
ン
ト
が
合
わ
な
い
も
の
だ

が
、
改
め
て
外
部
の
視
点
か
ら
銀
行

員
の
知
識
体
系
の
強
み
・
弱
み
、
十

分
な
こ
と
・
不
足
し
て
い
る
能
力
を

冷
静
に
考
え
て
み
る
と
、
今
の
銀
行

員
に
は「
地
域
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

の
知
識
と
い
う
も
の
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
十
分
に
理

解
し
て
い
る
人
は
、
ど
う
み
て
も
数

え
る
ほ
ど
し
か
い
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
れ
は
極
め
て
大
き
な
欠
落

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■�

な
ぜ
、
銀
行
員
は
地
域
経
済

を
知
ら
な
い
の
か

な
ぜ
、
銀
行
員
は
地
域
経
済
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
疎
い
の
だ
ろ
う
か
。
最

初
は
こ
こ
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
近

頃
、〝
レ
イ
ジ
ー
バ
ン
ク
〟
な
ど
と

言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
も

銀
行
員
が
レ
イ
ジ
ー
だ
か
ら
だ
ろ
う

か
？
　
み
ん
な
努
力
が
足
り
な
い
の

か
？私

は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
レ
イ

ジ
ー
バ
ン
ク
だ
と
責
め
て
も
あ
ま
り

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
議
論
に
は
な
ら

な
い
。
む
し
ろ
、
銀
行
員
が
地
域
経

済
に
つ
い
て
知
ら
な
い
で
済
ん
で
き

た
の
は
な
ぜ
か
？
　
の
ほ
う
が
問
い

の
方
向
性
と
し
て
セ
ン
ス
が
良
い
と

ポストコロナを読む

令和の必須知識

第１回
経済は、「人口の関数」である

真野 康彦

地域経済のメカニズム

まの・やすひこ●シンクタンク研究員。地域
経済・地域金融が専門。地方銀行で約 15 年
勤務後大学院に進学、経済学修士号取得。デー
タは裏切らない。ヤスと呼んでください。


